
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年度 第 7 号 
令和 6 年 11 月 20 日発行 

江津市立高角小学校 
江津市嘉久志町イ 645番地 

文責:校長 舟木志郎 

学校教育目標 豊かな心とたくましさをもち、確かな学力を身につけ続ける子どもの育成 

めざす子ども像  たのしむ子 かかわる子 つづける子 のびやかな子 

往来ヶ丘 
 

学校だより 

 ５年生が社会科の授業で、浜田漁

港の見学に行きました。説明を聞い

た後、荷捌き場や市場の見学をしま

した。めずらしい魚も並んでいて、興

味津々の学びの時間となりました。 

 

お弁当も青
空の下、み
んなで食べ
ると一段と
おいしい! 

盛りだくさんのサヒメルの展示内容。きれいな星空は写せませんでした 

中学年(３年・４年)合

同遠足で三瓶に行きまし

た。１時間余りのバス旅

でしたが、みんな元気い

っぱいでした。 

サヒメルで「プラネタリ

ウム」が映し出す星空を

見学したり、展示品を見

たりして、日頃とは違う

学びの場となりました。 

草原で弁当を広げ、走

り回り、元気いっぱいに

活動しました。 

 
秋晴れのもと、弁当もおいしくいただきました 

２年生は、シ
ロイルカの
トレーニン
グも見学し
ました。 

 グループに分か
れて、学校の周り
のお店や施設を
訪ねました。お話
を聞いたことなど
をまとめていま
す。知らない所に
行く児童もいて、
段々と生活空間
が広がります。「嘉
久志」の名前の由
来と言われる岩も
見学しました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内寸描  「校内」の活動ではないのです

が、「かくし子ども相撲」が今年は

本校の体育館を会場に開かれ、50

名近くの児童が参加しました。ぶ

つかり合いまわしを握って投げを

打ったり、大きな相手に全力で向

かって行ったりするなど、頑張っ

ていました。中には負けて涙する

姿も。いい経験だったと思います。 

一部の写真は加工をし

て ぼ か し て い ま す  

ご質問・ご意見をお待ちしています 

カラー版は H P で掲載しています  

 m a i l : t a k a t s u n o - s h o @ g o t s u . e d . j p 

 https://www.city.gotsu.lg.jp/site/takatsuno/ 

江津市小中音楽会に６年生が出場しました。プログラムの１番は、伝統

太鼓を発表した学校で、続く高角小が合唱と合奏のスタイルでのトップ

となりました。伴奏に合わせた合唱「Wish～夢を信じて」に続いて、合奏

「ツバメ」を披露しました。主催者のオルガンの調整不良というアクシデ

ントがありましたが、動ずることなく、堂々と演奏しました。 

６年生は、この日に向け音楽の時間だけでなく、放課後も一生懸命練

習を積み重ねました。家に帰っても自分のパートを一生懸命練習した児

童もいました。前日は、壮行演奏会として、全校で合唱・合奏を聞き、「積

み重ねた努力は、裏切らない」と応援を送りました。 

１１月２２日(金)の本校の学習発表会でも、合唱と合奏を発表します。 

 

編集雑記 授業中の様子をみて回ると、タブレッ
トを活用している場面が多くなってきたなぁと思いま

す。目指す「個別最適な学び」、子ども自身が「学びを

調整」するためには、タブレットは必須の道具です。ド

リルの反復学習で使うだけでなく、映像の記録、資料

を探す、意見を交流するなど、使用の幅も広がってい

ます。でも、「忘れました」「充電していません」と、「鉛

筆もノートも持たずに学校に来る」ような様子がある

のが残念です。学校も子どもに意識を持たせるよう

に一層の努力と支援をしていきますが、ご家庭での

声がけと確認もお願いします。 

７月号で、硬筆書写コンクールの練習風

景を紹介しましたが、審査の結果、二人の

児童がそれぞれの学年の特別賞を受賞

し、内一人は一席となり、県で学年一人、

冊子に掲載されました。(氏名は消しています) 

社会福祉協議会の方にお世

話になり、車いすの操作や介助

の体験をしました。体験前は

「簡単！」と思っていた児童た

ちも、チョットの段差や発進・停

止などの難しさを実感していま

した。 

体育のボールを使った試合の様子をタ

ブレットで動画撮影し、【めあて】を達成す

るための話し合いで活用しています。 

一人一台のタブレットを持つようにな

り、「毎日持ち帰り、家庭でも活用しながら

充電」のリズムが定着しつつあります。「文

房具のように使う」タブレットです。持って

来るのを忘れた! 充電を忘れた！ では

勉強や活動に支障が出てしまいます。 


